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概要
bag-of-wordsモデルを拡張 

attentionモデルを採用 
単語を予測する為に必要な情報をその都度決定する 

コンテキストサイズを大きくしても同等の結果
が得られた



はじめに
テキストデータから学習した単語表現は多くの
NLPタスクに貢献している 
品詞タグ付け、依存構造解析、機械翻訳など 

単語表現は単語を取り巻く状況、条件、言葉を
予測する目的関数を定義することで学習できる



先行研究
recurrent language model (Collobert et al., 
2011) 

意味的なタスクに有効なベクトルを獲得 

(Ling et al., 2015a) 
構文的な指向性を持ったベクトルを作成 

Attentionモデル(Tang et al., 2014) 
画像処理タスクで用いられているモデル 
近年機械翻訳タスクに導入されている(Bahdanau et al., 2014)



CBOW(Continuous Bag-of-Words)
word emmbdingで最も良く用いられる方法 

計算が簡略化されている
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CBOW(Continuous Bag-of-Words)

文脈ベクトル 

!

学習モデル 
!

!

b:ウインドウサイズ、O:出力行列



attention model
bag-of-words modelの効率を維持しつつ、ウ
インドウ内の単語を考慮する 
!

!

cをemmbdingsの加重和と平均の積に変更 
各単語が中央単語を予測する為に重要な単語の
重みが大きくなる



attention model
k,s:重要度、相対位置に対するパラメータ 

!

k,s=0のとき、bag-of-wordsモデルとして考え
ることができる 

しかし、計算効率は非常に低下している



Word Vectors
ウインドウサイズb=20として英語wikiから作
成 
従来のCOBW：毎秒約220K語 
提案手法：毎秒約100k語



Experiments
POS Induction:ConLL2007 

POS Tagging:English PTB 

Semantic Analysis:感情分析(映画レビュー)



Consideration
全てのタスクにおいてBOWモデルと同等の表
現を獲得できている 

スキップグラムモデル、構造化スキップグラム
モデルでは、意味的な表現を獲得できているが
構造的な表現が獲得できていない 

提案手法は両者をうまく学習できている



おわりに
コンテキスト内の関連する単語を選択するため
にattentionモデルを導入することにより、
CBOWモデルへの拡張を行った 

意味なタスクにおいて、大きな劣化を見せるこ
となく、文法的なタスクに貢献する表現を獲得
した


